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・基礎研究は研究者の知的好奇⼼に基づいて⾏うほうが、画期的な成果
につながりやすい
・しかし、知的好奇⼼に基づく研究は市⺠意識から乖離し、市⺠に歓迎
されない成果を⽣み出す恐れがある
・研究者も⼀市⺠として⽇常⽣活を送っているとはいえ、知的好奇⼼に
基づく研究⽣活は⽇常⽣活から遊離する可能性があり、それゆえ研究者
の意識が市⺠意識からずれる恐れがある
・そうならないように、研究者が市⺠意識を捉えて、市⺠感覚を共有す
ることが重要だ
・研究者が定期的に市⺠と科学コミュニケーションを⾏うことで、市⺠
意識を捉えることが可能だ
・ただし、研究者の間で、知的好奇⼼にのみ基づいて⾏う研究と市⺠意
識を捉えつつ⾏う研究を分業することも、その分業が適切に設定できる
場合には、有⼒な⽅策であろう


